
合
、
起
四
信
事
六
町
二
千
三
悶
憲
三
幅
崎
町
偏
物
竃
可
『
暢
司
-
一
則
一
司
抱
腹
守
}

曾苧源寺経孝夫;周斡'~京
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曙

議
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醐

一
岬
一
枇
と
課
税
:
:
・
i

・
e

・
-
:
:
・
法
皐
博
士
紳
戸
正
雄

利
子
の
限
界
生
産
力
説
:
J
:
j
E
i
-
-
:
・
:
:
・
丈
皐
博
士
高
凹
保
馬

市
町
村
の
携
枕
力
:
・

:

4

・

・

3
搭
博
士
沙
見
三
郎

毒

冒

晶

周

剛

九
AAL
盛
者
〉
川
何
Y
Y

長
と
そ
り
』
市
削
・
'

j
i
-
-
L
1
1
1
1
4
〈

i
;

研削

叢

将
軍
一
時
士
小
島
日
目
太
郎

噴!!
丸

保
険
債
額
規
定
無
用
論
・
・
:
:
:
:
:
・
経
済
謬
士
佐
波
官
一
一
午

カ

i
ル
・
ク
ニ

l
ス
の
闘
民
経
済
四
円
で
き
御
率
士
出
口
勇
蔵

産
業
的
持
団
山
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
・
・
四
日
漕
宰
士
中
谷
貰

命.固

?~ 

産
物
合
所
に
つ
い
て

:
;
:
;
:
j
i
-
-
-

怒
沼
'
博
士
本
庄
築
治
郎

ナ
チ
ス
の
所
得
税
政
策

MZ宰
士

柏

井

象

雄

カ
ル
テ
ル
の
景
気
費
動
へ
の
作
用
制
曜
日
立
子
士
凹
杉
競

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



現
金
遁
貨
の
膨
脹
左
そ
の
抑
制

第
凶
十
一
巻

三
四
八

第
三
時
蜘

主玉

O 

時き

品
調

現
金
通
貨
の
膨
脹
三
そ

ω抑
制

1"::1 
戸:i)

E'I 
E，CI 

メ:

sIII， 

-
、
イ
ン
ヌ
レ
は
今
い
か
に
?

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
る
か
、
起
ら
な
い
か
、
と
い
ふ
こ
と
は
、
今
で
は
世
論
の
表
面
に
於
て
は
、
一
と
き
ほ

ど
喧
し
〈
論
議
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
c

併
し
、
ま
に
、
或
は
イ
ン
フ
レ
の
解
消
な
ど
と
い
っ
て
、

イ
ン
フ
レ

1
v

ヨ
ン
は
、
肢
に
起
っ
て
居
っ
た
も
の
と
見
て
、
ぞ
れ
が
、
今
で
は
早
や
、
消
え
去
っ
仁
と
考
へ
る
も
の
が
あ
り
、

或
は
ま
た
、

イ
ン
フ
レ

l
ジ
ョ
ン
は
今
迄
は
起
っ
て
居
ら
な
か
っ
た
が
、
将
来
、
公
債
の
消
化
力
が
甚
だ
し
く
減

退
す
れ
ば
、
ぞ
れ
が
必
A
V
起
る
も
の
と
見
て
、
こ
れ
を
戒
め
て
居
る
論
者
も
あ
る
。
我
が
園
の
イ
ン
フ

v
l
u
y
ヨ

ン
は
果
し
て
、
ど
う
な
っ
て
居
る
の
か
?

一
瞳
、

か
う
い
ふ
議
論
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ

l
シ
ヨ
ン
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
が
明
瞭
で
な
い
。

イ
ン
7

v

解
消

と
見
る
人
遣
は
、
昭
和
七
年
以
来
、
魚
梓
の
落
潮
と
、
輸
出
の
旺
盛
と
、
従
っ
て
輪
出
工
業
の
躍
進
.
そ
れ
と
併



仔
的
に
軍
需
工
業
、
重
工
業
の
隆
盛
を
見
る
に
至
っ
た
所
の
、
景
気
の
部
分
的
上
H

升
を
見
て
イ
ン
フ
レ
と
い
ふ
の
で

あ
る
。
公
債
の
不
消
化
に
よ
り
て
惹
き
起
き
る
〉
だ
ら
う
と
い
ふ
イ
ン
フ
レ
!
シ
ヨ

ン
と
い
ふ
の
は
、

日
本
銀
行

の
手
持
に
か
〉
る
公
債
が
市
中
に
頁
れ
や
、
そ
れ
が
累
積
す
れ
ば
日
本
銀
行
免
換
多
彩
}
増
発
す
る
こ
と
〉
な
る
の

外
は
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
党
換
券
の
増
後
を
以
て
イ
ン
フ
レ

l
ジヨ

ン
と
見
る
の
で
あ
る
。

ひ
と
し
く
イ
ン
フ
レ

I
シヨ

ン
と
い
ふ
言
葉
を
以
て
圭
一
日
ひ
表
は
さ
れ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
か
く
の
如
く
に
、
そ

の
意
味
す
る
所
は
入
土
〈
異
司
令
。
前
者
の
見
る
所
の
悲
底
に
は
、
日
本
貨
、
闘
の
掛
外
的
使
値
の
下
落
が
あ
り
、
後
者

の
見
る
所
に
は
現
令
通
貨
の
止
め
皮
な
き
膨
脹
が
あ
る
。
五
日
ふ
が
最
近
に
経
験
し
七
イ
ン
フ
レ
!
シ
ョ

ン
の
最
も

川
側
諸
な
も
の
は
、

一
九
一
六
咽
レ
ぃ
年
に
そ
の
殺
端
念
日
比
は
し
、

;fL 

釦
二
一
ド
山
入
一
生
つ
で

2
乃二似一
~vtM

よ
去
し
に

一

i
i
:
l
j
;
(
4
1
1
l
j
:
;

る
ド
イ
ツ
の
そ
れ
で
あ
る
。
営
時
の
同
闘
に
於
て
は
「
天
文
皐
的
数
字
」
を
以
一
て
表
示
せ
ら
れ
た
賠
償
債
務
の
畿

生
に
法
く
封
外
念
日
前
H

相
場
の
暴
落
が
主
な
る
原
悶
と
な
っ
て
、
岡
内
物
偵
の
暴
騰
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
令
種

紙
幣
す
な
は
ち
、

閉
山
同
一
円
一
回
出

σ同
コ

r

=

o

p

=

]
)
山
門
一
向
}
M
Z
叩
一
内
山
田
町
出
向
出
回
出
円
}
M
2
3

月
刊
一
n
-
z
r
白
印
出
向
=
出
円
一
戸
市
戸
口

日

μ

ユ〈
m
w
Z
)
白
=
r
=
0
門
角
川
口

な

ど
の
紙
幣
が
念
激
に
膨
脹
し
て
、
物
債
暴
騰
と
通
貨
膨
脹
と
が
互
に
固
と
な
り
用
不
と
な
り
、

7

Y
ク
の
封
内
的
及

び
謝
外
的
貨
幣
債
値
の
止
め
皮
な
さ
、
恐
ろ
し
き
暴
落
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
我
が
闘
の
イ
ン
ア
レ

l
h
y

主主

ン
に
嗣
す
る
議
論
は
、

一
つ
は
、

こ
の
ド
イ
ヅ
の
イ
ン
フ
レ

i
ショ

ン
の
初
期
の
有
様
の
み
を
見
て
居
る
の
で

あ
り
、
他
は
そ
の
末
期
の
症
肢
と
し
て
見
は
れ
た
る
も
の
を
見
て
恐
れ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
。

我
が
困
貨
幣
の
針
外
債
値
は
、

ド
イ
ヅ
の
如
き
と
は
、
も
と
よ
り
比
較
に
も
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
我
が

現
金
遁
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
凶
十
一
血
管

己
一
四
九

第

盟諸

五



現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
凶
十
一
巻

三
五

O

第

~~)~ 

ヨ王

岡
行
げ
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

大
い
に
下
落
し
た
。

昭
和
五
年
の
針
米
侍
替
相
場
、
平
均
四
九
弗
三
六
三
(
手
前
の
九

九
%
)
よ
ち
下
詳
し
て
、
最
も
低
き
は
、
昭
和
八
年
四
月
の
平
均
二
一
弗
七
八
七
(
平
債
の
四
四

μ)
に
ま
で
な
っ

に
が
、
最
近
に
は
、

凡
そ
二
九
弗
一
二
五
(
平
債
の
五
八

μ)仕
で
あ
る
か
ら
、
劃
外
債
値
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
大

膿
五
分
の
一
-
一
以
下
に
下
っ
た
諜
で
あ
る
。
併
し
、

日
本
銀
行
調
査
の
卸
責
物
使
指
数
ば
、
昭
和
五
年
の
平
均
一
八

a

、
L
F
九
1-hr
勾

F
/
/
i
Jノ
『
J
〉一

I
L・

八
四
・
四
一
(
最
向
)
、

最
近
は
凡
そ
一
八
口
二
三
十
年
七
月
)
枕
で
あ
り
、

1，司

小
j司

物
{賀
σ) 

指
数
も
五
年
の
平
均
一
五
五
、
十
年
二
月
平
均
一
五
一
・

O
(最
高
)
、
最
近
は
凡
そ
一
四
九
・
五
(
十
年
七
月
)
で
あ

る
か
ら
、
聞
の
針
内
偵
値
は
殆
ど
特
使
化
が
な
い
と
見
て
よ
い
。
従
っ
て
、
固
の
封
外
債
値
の
下
幕
を
以
て
、

イ

ユ/

フ
レ

l
ジ
ョ
ン
と
見
.
そ
の
保
人
口
を
以
て
イ
ン
フ
レ
解
消
と
見
る
が
如
、
き
は
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
硯
は
れ
る

症
般
の
、

句
こ
」
向
f

問
、

、w
d
a
v
k
司、一

J
M
V

一
片
を
見
て
、
そ
の
全
貌
と
見
倣
す
の
見
解
で
あ
↑
る
。

日
本
銀
行
先
換
券
に
五
つ
て
は
、
今
ま
で
の
慮
、
大
膨
脹
の
跡
も
な
く
そ
の
傾
向
も
見
は
れ
て
府
な
い
。
昭
和

九
年
十
二
月
二
十
九
日
、

十
六
億
六
千
九
百
寓
闘
に
達
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

単
に
-
日
だ
け
の
こ
と
で
、

大
韓
は
今
日
に
至
る
ま
で
十
一

-
二
一
億
闘
の
間
に
あ
v

る
。
こ
れ
を
、
岐
に
昭
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
の
十
六
億

八
千
二
百
高
岡
、
三
年
十
二
月
二
十
九
日
の
十
七
億
七
千
三
百
高
岡
、
四
年
十
二
月
二
十
八
日
の
十
六
億
三
千
三

百
寓
闘
の
状
態
に
比
較
す
れ
ば
、

A
九
換
奈
の
膨
脹
な
ど
、
い
ふ
べ
き
有
様
は
少
し
も
後
見
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
ゆ
J

ゑ
に
、

イ
ン
フ
レ
の
解
消
と
い
っ
て
も
、
膨
脹
し
七
る
党
換
券
の
収
縮
し
た
る
の
意
味
で
な
い
こ

と
は
明
一
か
で
あ
る
。



然
ら
ぱ
、
我
が
岡
に
は
、

イ
ン
フ
レ

l
シ
ヨ

Y

は
全
く
認
め
る
こ
と
を
件
な
い
の
で
あ
る
か
?

私
は
、
ぞ
れ

は
担
貨
に
は
見
は
れ
て
居
な
い
が
、
併
し
、
潜
在
的
に
は
次
第
に
成
長
し
つ
?
の
る
と
見
る
志
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
均
し
く
通
貨
と
い
は
る
〉
も
の
に
牧
縮
性
通
貨
と
、
膨
脹
性
通
貨
と
の
二
つ
が
存
在
す
る
こ
と
、

そ
し
て
銀
行
な
る
色
の
冶
機
能
が
健
杢
に
働
い
て
居
る
聞
は
、
通
貨
は
表
面
に
は
牧
縮
し
つ
h

裏
面
に
膨
脹
す
る

も
の
な
る
こ
と
を
、
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
明
か
に
な
し
得
る
所
で
あ
る
。

ニ
、
感
性
イ
ン
プ
レ

l
シ
ョ

ン
は
物
使
暴
騰
r
L

よ
っ
て
起
る

-文
~
H
L
K
百
M
b
u
l
-
-
上、

na新
世
、
迎
会
L
f
(

今
日
の
一
様
治
し
た
る
金
融
機
構
が
半
世
収
揺
に
め
る
限
り
は
、

Lrtι
止

Er
、F

〉
ト
3
:
4
z
i屯
r
L
M
H

-hh込
町
づ
力
Ji一
d
l
'
t
〆

f
北
そ

ん
と
す
る
通
貨
で
あ
り
、
膨
脹
性
通
貨
と
は
、
こ
れ
と
反
針
に
、
常
に
長
積
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
も
っ
通
貨
で
あ

る。
今
日
の
礎
珪
し
た
金
融
機
構
に
於
で
は
、
鈴
貨
や
銀
行
券
な
ど
の
現
金
通
貨
が
流
通
し
て
居
る
ば
か
り
で
は
な

〈
、
銀
行
の
預
金
が
、
通
貨
と
し
て
の
働
き
を
し
て
居
&
o
す
な
は
ち
、
預
入
況
が
現
令
通
貨
と
し
て
引
出
さ
る
〉

こ
と
な
く
、
預
金
の
ま
〉
で
そ
の
所
有
者
を
替
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
排
決
稗
の
働
き
を
な
し
、
謂
は
ゆ
る
預
金

通
貨
と
し
て
働
い
て
居
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
柄
で
あ
る
c

牧
縮
性
通
貨
と
い
ふ
は
、
こ
の
現
金
通
貨
の
こ
と
で
あ
り
、
膨
脹
性
通
貨
と
い
ふ
は
、
銀
行
預
金
の
こ
と
で
あ

る
、
こ
の
二
つ
の
通
貨
が
抗
び
行
は
れ
て
居
る
限
り
に
於
て
は
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
と
い
ふ
こ
と
は
起
ら
な
い
。
銀

現
金
通
貨
の
膨
践
と
壬
の
抑
制

第
四
十
一
容

JI~ 

第

披

五



現
金
遁
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
血
管

五

第

披

五
回

行
機
能
が
麻
庫
凍
結
し
て
、
銀
行
預
金
な
る
も
の
が
存
在
の
某
礎
を
失
ぴ
、
通
貨
と
し
て
働
く
預
金
は
影
を
ぴ
ぞ

め
て
仕
舞
ふ
こ
と
冶
な
り
、
現
金
通
貨
で
な
け
れ
ば
支
排
の
決
済
が
出
来
な
〈
な
る
に
至
っ
て
、
思
怯
イ

ν
プ
レ

と
い
ふ
こ
と
が
起
る
の
で
め
る
o

挽
エ
=
目
す
れ
ば
、
牧
縮
性
通
貨
一
た
る
も
の
が
、
そ
の
取
締
佐
を
失
一
ふ
こ
と
が
、
部

性
イ
ン
フ
レ
の
特
徴
で
あ
る
。

元
来
、
川
市
性
イ
ン
フ
レ
と
い
は
る
¥
♂
そ
の
惑
性
の
意
味
は
、
そ
の
も
の
〉
動
き
自
ら
の
裡
に
、
ぞ
の
動
佐
止
め
る

カ
を
も
た
子
、
止
め
度
な
く
、
行
く
所
ま
で
行
か
、
ざ
れ
ば
巳
ま
な
い
性
質
に
あ
る
。
物
貨
の
騰
長
、
通
貨
の
膨
脹
、

貨
幣
債
値
の
下
落
、
物
債
の
勝
賞
、
通
貨
の
膨
脹
、
貨
幣
債
値
の
下
落
、
と
い
ふ
や
う
に
原
因
が
結
果
を
作
り
、

そ
の
結
果
が
原
因
と
な
り
、
ま
た
結
果
を
惹
き
起
し
、
因
果
が
廻
り
て
止
h
u
所
を
'
知
ら
古
る
の
有
様
に
於
て
、
通

貨
の
膨
脹
す
る
状
態
に
立
至
れ
ば
、
そ
の
イ
ン
フ
レ

l
ジ
ョ
ン
は
、
惑
性
イ
ン
フ
レ
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
場
合
に
於
け
る
通
貨
と
い
ふ
も
の
は
、
現
金
通
貨
で
J

の
る
が
、
併
し
、
ぞ
れ
は
、
牧
縮
佐
ぞ
失
ひ
た

る
現
金
通
貨
で
、
す
な
は
ち
不
換
紙
幣
で
あ
る
。

不
換
紙
幣
は
、
殺
行
者
一
炉
支
排
の
た
め
に
義
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
義
行
者
自
ら
炉
建
に
支
捕
を
受
〈
る
闘
係

に
立
ち
た
る
と
き
の
外
に
は
、
議
行
者
に
還
り
来
る
こ
と
な
き
も
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
こ
れ
に
は
牧
縮
性
が
な
い
。

併
し
、
不
換
紙
幣
以
外
の
現
金
通
貨
は
、
そ
れ
と
杢
く
殺
行
の
事
情
が
異
る
。
そ
し
て
、
そ
の
接
行
の
事
情
そ
の

も
の
が
、
ぞ
の
現
金
通
貨
に
牧
縮
性
を
賦
奥
す
る
の
で
あ
る
。

牧
縮
性
通
貨
と
い
ふ
は
、
前
に
辿
べ
た
る
が
如
く
、
現
金
通
貨
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
金
通
貨
が
何
ゆ



ゑ
に
牧
縮
性
の
も
の
で
め
る
か
を
説
明
す
る
に
は
、
金
貨
幣
す
な
は
ち
本
位
貨
幣
の
こ
と
か
ら
話
を
初
め
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
ぞ
れ
は
、
金
貨
幣
は
、
今
日
の
我
が
会
融
界
な
ぎ
に
は
、
る
一
〈
流
通
し
て
居
ら
宇
、
従
つ
で
豆
口
冷
と

は
殆
ど
縁
が
な
い
か
の
如
く
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
根
底
に
於
て
や
は
ち
そ
れ
と
闇
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

現
金
通
貨
に
は
一
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
本
位
貨
幣
、
補
助
貨
幣
、
党
換
銀
行
券
若
し
く
は
売
換
紙
幣
、
及
び
不
挽

紙
幣
の
四
種
が
ゐ
る
。
本
位
貨
幣
は
、
ぞ
の
生
成
の
賂
史
的
根
源
に
湖
れ
ば
、
流
通
一
枇
合
同
の
裡
に
於
て
殺
生
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
殺
行
者
な
る
も
の
炉
あ
っ
て
、
ぞ
れ
よ
り
借
受
け
ら
れ
て
流
遁
界
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
後
、
鋳
造
貨
幣
が
木
伏
貨
幣
と
な
っ
て
後
は
、
中
央
銀
行
よ
り
借
受
け
ら
れ
た
志
の
が
、
流
通
界
に
輔

や
す
る
こ

2
が
め
L

り
得
4
0
こ
と
う
な
っ
仁
け
れ
ど
も
、
耐
も
、
各
聞
は
概
ね
委
託
錦
治
の
制
度
伝
部
め
て
居
る
か

ら
、
中
央
銀
行
よ
り
借
受
け
ら
れ
や
し
て
、
流
通
界
そ
れ
自
ら
の
裡
に
成
立
す
る
も
の
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
、
我
が
貨
幣
法
第
十
四
伎
に
は
、
「
金
地
金
ヲ
轍
納
シ
金
貨
幣
ノ
製
造
ヲ
請
ア
者
ア

Y
ト
キ
』
政
府
A

共

ノ
請
求
一
一
一
腹
ス
へ
ジ
」
と
規
定
し
て
居
る
か
ら
、
若
し
吾
ιr
炉
金
地
金
伝
も
っ
て
居
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
そ
の
ま

〉
政
府
に
委
託
し
て
、
金
貨
幣
に
作
っ
て
貰
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

か
や
う
な
金
貨
幣
が
流
通

界
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は
、
政
府
若
し
く
は
日
本
銀
行
か
ら
借
受
け
ら
れ
て
流
通
し
て
居
る
の
で
は
な
く
、

本
来
的
な
所
有
者
炉
、
そ
の
所
有
権
を
移
轄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
流
通
界
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
・
ー
ー

こ
冶
に
、
私
は
、
貨
幣
が
借
受
け
ら
れ
て
流
遁
界
に
存
在
す
る
と
い
ふ
こ
と
ぞ
言
ぴ
出
し
た
の
で
、
或
は
奇
妙
に

聞
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ぞ
れ
が
現
金
通
貨
に
牧
縮
性
を
賦
興
す
る
一
つ
の
大
き
な
原
因
な
の
で
あ
る
。
そ
の

現
金
遁
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
凶
十
一
巻

五:

第

務

豆王

五



現
金
遁
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

五
四

第
三
就

五
六

こ
L
」
を
説
明
す
る
た
め
に
、
こ
の
本
位
貨
幣
の
委
託
鋳
遣
の
こ

E
か
ら
迅
べ
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
積
h

で
、
奇
妙

rと
い
ふ
戚
じ
が
あ
っ
て
も
、
ぞ
の
ま
』
で
こ
の
説
明
に
追
随
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

本
位
貨
幣
は
中
央
銀
行
よ
り
の
貸
借
関
係
に
よ
ら
中
し
て
、
流
通
界
に
存
在
し
科
る
。
従
っ
て
、
本
位
貨
幣
と

党
換
せ
ら
れ
る
先
換
銀
行
券
若
し
く
は
党
挽
紙
幣
及
び
本
位
貨
幣
と
引
換
へ
ら
れ
る
補
助
貨
幣
(
以
下
、
略
し
て

市
に
党
換
銀
行
務
の
み
を
以
て
と
れ
ら
む
代
表
ぜ
し
の
る
)

も
亦
引
か
h
m
G
本
付
貨
物
の
身
代
り
と
し
て
流
通
界

に
存
在
す
る
も
の
は
、
こ
れ
色
問
棋
に
中
央
銀
行
か
ら
一
借
受
け
ら
れ
す
し
て
山
流
通
界
に
存
在
す
る
色
の

k
見
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

例
へ
ば
、
我
が
先
挽
銀
行
券
保
例
第
七
僚
は
「
金
貨
ヲ
持
参
ジ
テ
党
換
銀
行
券
ニ
引
換
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
モ
ノ
ア

Y
ト
キ
刀
日
本
銀
行
本
応
及
ヒ
支
応
ニ
於
テ
無
手
数
料
一
一
ア
之
ヲ
交
換
ス
U
Y

モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
し
て
居
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
規
定
に
従
ひ
、
前
の
委
託
鋳
遣
に
よ
っ
て
流
通
界
に
存
在
す
る
所
の
令
貨
幣
を
先
換
タ
に
交
検
す
る

と
き
は
、
そ
の
党
挽
券
は
、
や
は
り
、
中
央
銀
行
よ
り
借
受
け
ら
れ
中
に
存
夜
寸
志
も
の
で
あ
る
c

凡
そ
現
金
通
貨
に
し
て
中
央
銀
行
よ
り
の
借
受
け
に
よ
ら
十
し
て
、
流
通
界
に
あ
る
も
の
と
言
へ
ば
、
右
の
二

つ
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
遁
貨
の
後
行
せ
ら
る
〉
事
情
を
見
れ
ば
甚
だ
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。

三
、
流
通
界
に
本
来
的
に
存
在
す
る
通
貨
は
何
か

凡
そ
現
金
通
貨
は
す
べ
て
、
今
日
の
戎
が
貨
幣
制
度
の
下
に
於
て
は
、
日
本
銀
行
ぞ
躍
で
殺
行
せ
ら
れ
る
。
日



本
銀
行
党
換
券
が
日
本
銀
行
よ
り
緩
行
せ
ら
れ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
き
所
で
あ
り
、
本
位
貨
幣
た
る
金
貨
幣

は
.

A

九
換
が
停
止
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
今
日
は
問
題
で
は
な
い
が
、

ぞ
れ
が
殺
行
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
党
換
に

よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
銀
行
を
経
て
Y
あ
ち
、
補
助
貨
幣
も
亦
そ
う
で
あ
ろ
。

補
助
貨
幣
は
、
政
府
に
於
て
製
造
し
、
政
府
に
於
て
義
行
す
る
〔
貨
幣
法
二
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
政
府
は
製

遺
し
た
る
補
助
貨
幣
を
組
て
日
本
銀
行
に
引
波
し
て
、
そ
の
預
金
と
す
る
o

日
本
銀
行
に
於
て
は
、
こ
の
預
金
を

補
助
貨
幣
に
闘
す
る
特
別
預
金
と
し
て
以
扱
ひ
、
こ
の
預
金
は
補
助
貨
幣
営
改
銭
勝
一
莱
等
の
た
め
政
府
に
返
納
し

た
る
と
き
に
、
初
め
て
そ
の
引
出
と
し
て
取
扱
ふ
の
で
あ
る
。

H
J
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、
市
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円
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投

u
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流
鴻
回
押
に

出
一
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、
そ
の
義
行
は
、
結
局
、
預
金
の
引
出
か
貸
出
の
許
奥
(
貸
付
割
引
)
と
し
て

支
捕
は
る
冶
こ
と
に
よ
っ
て
行
は
る
』
も
の
で
、
そ
の
他
の
何
事
で
も
な
い
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
今
日
、
我
が
聞
に
流
通
す
る
所
の
現
金
通
貨
な
る
も
の
は
、
前
に
辿
ぺ
た
る
委
託
鰭
遣
に
係
る

も
の
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
、
預
金
の
引
出
さ
れ
た
る
も
の
か
、
貸
出
を
受
け
た
る
も
の
か
の
い
り
れ
か
で
ふ
る
h

品
九
換
銀
行
穿
も
補
助
貨
幣
色
、
ぞ
れ
以
外
の
方
法
に
於
て
夜
行
せ
ら
る
〉
志
の
は
あ
り
待
な
い
。

然
る
に
、
ま
に
、
こ
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
よ
り
引
出
さ
れ
て
流
通
す
る
現
金
通
貨
が
如
何
な
る
も
の
で

あ
る
か
を
考
ふ
る
に
、

!
l後
に
述
ぷ
る
所
の
政
府
資
金
の
放
出
に
闘
す
る
も
の
を
除
い
て
は
1

1
ぞ
れ
は
ま
仁
、

結
局
、
前
述
の
委
託
錆
遣
に
か
に
〉
る
部
分
の
も
の
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。

現
金
温
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
山
十
一
巻

五
瓦

第

I武

五
ヒ



現
金
遁
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

一
五
六

第

獄

五
A 

日
本
銀
行
に
党
換
銀
行
ね
?
を
以
て
預
け
入
れ
ら
れ
た
預
金
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
党
換
券
炉
、
そ
れ
よ
り
前
に

預
金
の
刷
出
か
然
ら
e

さ
れ
ば
貸
出
?
と
し
て
流
通
界
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ぞ
れ
が
夏
に
、
預
金
の
引
出

と
な
っ
て
流
通
界
に
浮
ぴ
出
て
も
、
た
Y
、
日
本
銀
行
よ
り
初
ま
っ
て
流
通
界
と
日
本
銀
行
と
の
聞
に
循
環
し
て

居
る
に
過
ぎ
な
い
一
υ

ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
調
余
か
ら
引
出
尽
れ
に
通
貨
と
い
ふ
ち
の
を
考
~
る
場
介
に
は
、

「
J
J

両
国
山
、

4
a
B
司

ノ

戸

時

・

百

パ

そ
F

レザ
T
f
A
%
も

と

う

[

守

主

金
ー
と
な
っ
た
か
の
預
金
以
前
の
状
態
佐
突
き
留
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
に
は
、
党
換
券
に
着
目
し
て

は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
補
助
貨
幣
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

売
換
券
や
補
助
貨
幣
で
な
く
し
て
、
日
本
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
現
金
通
貨
は
、
本
位
貨
幣
の
外
に
は
な
い
。

勿
論
、
日
本
銀
行
へ
の
預
金
は
、
小
切
手
に
よ
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
小
切
手
は
現
金
で
な
い
ば
か
り
で
は

な
〈
、
こ
の
小
切
手
に
よ
る
預
金
な
る
も
の
は
、

一
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
が
、
他
の
銀
行
の
そ
れ
に

振
替
へ
ら
れ
忙
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は
、
草
な
る
循
環
行
程
の
中
に
頭
を
突
き
込

む
だ
け
で
あ
る
。

か
く
て
、
発
換
券
や
補
助
貨
幣
を
以
て
預
け
入
れ
ら
れ
た
預
金
よ
h
ノ
引
出
さ
れ
る
現
金
通
貨
は
、
本
来
流
通
界

に
あ
っ
た
も
の
炉
、
流
通
界
に
戻
h
ノ
来
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
銀
行
に
あ
っ
た
も
の
が
流
通
界
に
出
で
来
っ
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ぞ
れ
は
、
本
営
の
意
味
に
於
げ
る
預
金
の
引
出
と
し
て
後
行
せ
ら
る
〉
こ
と
は
あ
h
得
な

ι、。



本
来
流
通
界
に
あ
っ
た
も
の
が
、
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
て
、
再
び
預
金
の
引
出
と
し
て
流
通
界
に
民
っ
て
来

る
現
金
通
貨
と
い
へ
ば
、
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
前
述
の
委
託
欝
遣
に
よ
る
金
貨
、
若
し
く
は
、
そ
れ
の
身
代
り
と
し
て

の
党
換
券
の
外
に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
部
分
の
現
金
通
貨
こ
そ
本
営
に
、
初
め
よ
り
流
通
界
に
あ

っ
た
現
金
通
貨
で
あ
る
。
金
貨
で
め
ら
う
と
も
、
見
凡
換
券
の
委
に
な
っ
て
居
ら
う
と
も
。

四
、
現
金
通
貨
は
利
子
を
負
携
し
つ
冶
流
通
し
て
居
る

現
金
通
貨
の
流
通
界
に
あ
る
も
の
は
、

日
本
銀
行
よ
り
預
金
の
引
出
'
と
し
て
抑
出
さ
れ
た
も
の
か
、
ま
た
は
貸

卦
と
-
J

て
弗
司
3
1
h
w
も
り

hr
、

i
l
l
-
4
1
l
L
1
j
l
ー

〈

f

い
づ
れ
か
で
あ
っ
て
、

か
〈
の
如
〈
に
し
て
、
補
助
貨
幣
や
党
換
赤
の
流
通
現

仁
詑
h
ノ出
3
る
う
こ
と
が
.
そ
の
胤
現
行
と
い
は
る
冶
も
釦
一
で
あ
る
。
~
町
も
預
金
の
引
出
と
し
て
、
夜
行
せ
ら
る
〉

も
の
は
、
そ
の
本
源
を
尋
ね
れ
ば
、
謂
は
ゆ
る
委
託
鋳
遣
に
h
r
h

る
本
位
貨
幣
若
し
く
は
そ
の
身
代
り
た
る
所
の

党
換
券
の
場
合
を
除
い
て
は
、
本
営
の
意
味
の
預
金
の
引
出
と
言
ふ
べ
き
も
の
は
な
い
。

ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
流
通
界
に
あ
る
現
金
通
貨
な
る
も
の
は
、
結
局
、
委
託
鋳
遣
に
よ
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
す
ペ

て
日
本
銀
行
の
貸
出
に
か
〉
る
も
の
で
あ
る
。
何
ぴ
と
か
ヲ
、
そ
の
取
引
銀
行
よ

h
貸
付
割
引
に
よ
っ
て
党
換
券

を
受
取
る
。
然
る
と
き
、
そ
の
銀
行
は
支
捕
準
備
を
補
充
す
る
必
要
上
、
日
本
銀
行
か
ら
貸
出
を
受
け
る
。
こ
〉

に
日
本
銀
行
よ
り
貸
出
に
よ
っ
て
殺
行
せ
ら
れ
た
交
換
券
が
あ
る
。
併
し
そ
の
利
子
は
、
結
局
、
前
の
市
中
銀
行

よ
り
貸
出
を
受
げ
た
人
の
負
携
す
る
所
で
あ
る
の
彼
の
貸
出
を
受
け
た
先
換
券
は
、
彼
の
支
捕
に
よ
っ
て
流
通
界

現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

五
七

第
三
披

yi. 

:iL 



現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ

ω抑
制

第
凹
十
一
谷

eJL 
F、

第

I出

，、
O 

に
あ
る
こ
L
」
旨
な
る
。
日
本
銀
行
の
貸
出
に
よ
る
先
換
券
と
は
こ
の
こ
と
で
め
る
υ

か
〈
て
、
貸
出
に
か
〉
る
も
の
で
あ
る
限
h
ノ
、
そ
の
発
換
券
や
柿
助
貨
幣
に
は
利
子
の
負
捨
が
あ
る
。
従
っ
て
、

党
換
券
や
補
助
貨
幣
を
も
っ
て
居
る
人
達
は
、
自
分
で
利
子
の
負
躍
を
し
て
居
な
い
に
し
て
も
、
要
す
る
所
、
何

ぴ
と
か
の
利
子
の
負
拾
に
於
て
、
そ
れ
を
轄
冷
し
て
居
る
諜
で
J

の
る
。

い
ま
日
本
銀
行
時
業
出
報
の
最
氾

ωも
の
ぞ
例
に
と
っ
て
、
品
川
桃
山
叶
悼
の
み
に
つ
い
て
説
明
す
れ
ば
、
昭
和
十
年

八
月
十
日
現
夜
に
於
で
、
党
換
容
の
後
行
一
品
は
、
十
一
一
億
九
千
六
百
館
高
闘
で
め
る
G

民
間
へ
の
貸
出
は
、
割
引

手
形
五
億
六
千
四
百
飴
寓
園
、
貸
附
金
三
千
四
百
銭
高
回
、
外
岡
免
替
貸
金
一
一
億
二
千
徐
寓
剛
、
介
計
七
億
二
千

飴
寓
闘
で
あ
る
。
併
し
、
民
間
よ
り
の
一
般
預
金
五
千
五
百
徐
高
闘
が
あ
る
か
ら
、
差
引
六
億
六
千
三
百
倍
高
岡

が
民
間
へ
の
純
然
た
る
貸
出
で
あ
る
。
ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
そ
れ
だ
け
の
金
額
に
常
る
党
換
券
が
民
間
へ
の
貸
出
と
し

て
後
行
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
最
低
公
定
歩
介
に
於
て
、
日
歩
一
銭
、

日
ιf
六
寓
六
千
三
百
凶
が
、
何
ぴ

と
か
に
負
捨
せ
ら
れ
て
、
ぞ
れ
が
流
通
し
て
居
る
の
で
J

の
る
。

一
ヶ
年
凡
ぞ
二
千
五
百
国
聞
に
達
す
る
。

或
は
、

日
本
銀
行
の
貸
出
も
、
必
守
し
も
党
換
券
に
限
る
も
の
で
は
な
〈
、
小
切
手
に
て
行
は
れ
預
余
の
振
替

へ
と
な
る
も
の
も
あ
る
で
は
な
い
か
?

貸
出
が
総
て
党
換
府
知
'
P
」
見
る
は
、
粗
雑
で
あ
る
!

と
考
へ
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
勿
論
、
日
本
銀
行
の
貸
出
も
、
小
切
手
に
て
行
は
れ
預
金
の
振
替
と
な
る
も
の
は
甚
だ
多
い
で
あ

ら
う
。
併
し
、
よ
〈
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
左
様
な
貸
出
は
、
借
手
た
る
銀
行
が
、
他
の
銀
行
に
そ
の
小
切

手
を
支
捕
ふ
と
共
に
、
そ
の
受
取
銀
行
の
日
本
銀
行
の
預
金
と
な
る
の
弔
じ
め
る
。
す
な
は
ち
、
ぞ
れ
は
一
一
般
預
金



の
中
に
入
っ
て
居
る
。
在
は
、
前
掲
の
計
算
に
於
て
、
こ
の
一
般
預
金
は
、
貸
出
の
ん
H

計
か
ら
控
除
し
て
置
い
た

世一白だ。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
.
前
記
の
歎
〈
十
六
億
六
千
二
一
一
日
徐
市
内
闘
の
巾
に
は
、

小
切
手
を
以
て
せ
ら
れ
た
貸
出
は
混
入

し
て
居
な
い
o

A

九
換
府
知
を
以
て
す
る
貸
出
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
色
の
の
み
で
あ
る
。

日
本
銀
行
の
貸
出
ば
、
民
間
に
卦
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
政
府
に
到
す
る
そ
れ
も
め
る
。
前
掲

の
八
月
十
日
現
在
の
傍
業
迦
報
に
よ
れ
ば
、
手
持
公
債
凹
億
七
千
六
百
給
再
閥
、
法
定
貸
金
二
千
二
百
高
問
、

時
貸
金
七
千
三
百
除
諸
問
、
介
計
、

五
億
七
千
二
日
徐
高
闘
で
あ
る
。
政
府
預
金
問
官
一
千
九
百
高
闘
を
控
除
す

れ
ば
、

一
一
億
五
千
二
百
徐
湾
同
炉
、
政
府
へ
の
純
然
た
る
冗
出
で
ゐ
る
つ
そ
し
て
、
そ
の
金
制
だ
げ
は
、
政
府
が

利
息
を
負
携
し
て
、
流
通
却
に
問
い
℃
府
る
党
換
が
で
め
る
。

民
間
の
利
子
負
需
に
か
〉
る
免
換
府
知
六
億
六
千
三
百
寓
閥
、
政
府
の
利
子
負
擦
に
か
〉
る
党
換
泰
一
一
億
五
千
二

育
寓
閥
、
人
川
計
八
億
一
千
五
可
耳
聞
が
、
結
局
、
利
子
を
負
携
し
つ
う
流
通
界
に
あ
る
党
換
券
で
あ
る
。
品
九
換
mT

議
行
総
額
十
一
儲
九
千
八
百
段
高
問
、
そ
れ
に
劃
す
る
八
億
一
千
五
百
高
問
、
栂
め
て
大
ザ
ヅ
パ
に
見
て
、
七
割

は
、
利
子
公
負
躍
し
て
流
通
界
に
あ
る
ち
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
を
、
令
輸
出
禁
止
前
の
六
年
十
一
月
廿
八
日
現
花
に
於
て
見
る
に
、
民
間
縄
貸
出
向
ば
八
億
七
百
高
閥
、

ぞ
の
党
換
家
殺
行
一
向
に
卦
す
る
割
合
七
四

μ、
営
時
は
政
府
預
金
は
、
政
府
貸
余
勘
定
に
超
過
し
、
民
間
政
府
貸

出
会
計
に
て
は
四
九

μ
で
あ
っ
亡
。
然
る
に
赤
字
公
債
政
策
の
採
用
以
来
、
民
間
貸
出
の
割
介
は
減
じ
て
、
政
府

貸
出
の
割
合
は
増
加
し
つ
〉
あ
る
を
見
る
。
参
考
の
た
め
に
、
共
頁
に
、
こ
れ
に
闘
す
る
抜
翠
表
を
掲
川
、
。
こ
れ

現
金
一
通
貨
の
膨
肢
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

子f

九

第

岩君

占/、
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日本銀行貸出及預金

年 jj il 6-11-2当 'I一0一p-Q4-t 3 7-11-2G 8-12-:50 古←8-11 Ð-l~-2D 一i哩O-G-2、ムリ 日-8-10
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割引手形 l ;J:J 。i1 ub~i iδり りυ土 u;:. DuU ob1 

民貸 付 金 日目 目。 :1O 28 28 2ti 27 34 

外凶 1:&替主主金 74 :30 ~W 148 1::0 165 95 120 

合 百十 [106 7:a 門町l !l55 7ö~ !l6品 672 718 
問 一般預金 J 01 146 174 116 65 92 105 55 

差ヨl純貸出 807 5S3 540 83日 uU7 873 567 ßGi~ 

手持公債 118 118 451 667 45:'~ 647 品iU 476 

政|法' 定貸金 22 22 22 22 22 22 22 22 

臨時貸金 75 25 日 ~6 46 67 73 

* ~t 
143 215 4DB 692 邑11 715 61i8 571 

政府預金 418 323 412 261 4M 249 223 41!l 
府l差引預金超過 275 108 

差ヲl貸金超過 86 .j;}l 77 4oo 145 152 

民間・政府合計沌貸金 532 477 白35 1，270 774 1，339 1，012 815 

免換券賛行高 1，087 。79 1，Oii 1，59B 1，088 l，o6!l J，H76 1，198 

免る民換券間純夜行貸高出のl二割聖母す合 74~五 5!JC;五 51% 52% 64% δ2% 41% a5% 

免政民換券合計~行貸肖出のに主割'jï合ゐ 49% 48% 59% 75% 71μ 政万五 i4% 68% 



五
、
現
金
通
貨
の
流
通
量
は
主
と
し
て
小
責
取
引
量
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る

き
て
、
か
や
う
に
現
金
通
貨
ー
と
い
ふ
色
の
は
、
そ
の
流
通
量
の
大
字
炉
、
何
ぴ
と
か
の
利
子
負
曜
の
下
に
流
通

界
に
あ
る
色
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
は
、
何
事
を
物
語
る
こ
と
冶
な
る
か
?

経
済
交
通
の
後
遺
し
た
る
今
日

に
於
て
は
、
流
通
界
白
瞳
が
、
そ
の
本
来
も
つ
所
の
通
貨
量

i
l謂
は
ゆ
る
委
託
鋳
迭
に
か
〉
る
本
位
貨
幣
若
し

〈
は
そ
の
身
代
り
の
免
換
券
や
補
助
貨
幣
の
流
通
量
ー
ー
で
は
、
枇
合
同
に
行
は
る
〉
取
引
を
決
掛
す
る
に
足
ら
な

い
と
い
ふ
こ
と
。
従
っ
て
、
一
枇
命
日
全
般
は
殺
券
銀
行
よ
り
、
そ
の
取
引
決
掛
に
必
要
な
る
通
貨
を
借
り
受
け
て
、

-
L
'
F込町

E

ノコ

n
h
J
3
L
川、
L

S

4

M

E

O

-ル

n
t川
本
a
T
f
7
1
J

、
J
d
f
L〈
し
J
4

、l
c

こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
d
h
市
並
界
:
ち
J

4

匂
担
任
団
地
司
ま
る
色
乃
之
、
陛

1
3
J
[
(
ー

J

:

1

7

i

i

f

l

J

聞
に
於
け
る
取
引
の
決
済
に
必
要
な
る
程
度
炉
、
そ
の
流
通
量
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
超
へ
て
、

現
余
通
貨
の
側
か
ら
白
働
的
に
増
加
す
る
こ
と
の
あ
り
得
な
い
こ
と
。
そ
の
鴬
然
の
結
果
と
し
て
、
取
引
決
済
上

必
要
と
す
る
程
度
を
超
え
た
る
現
金
通
貨
は
、
白
働
的
に
牧
縮
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
現
賀
に
は
、
銀
行
よ

返
済
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
こ
と
。

l
l
l
凡
そ
、

h
r
貸
出
を
受
け
て
居
る
人
々
の
手
許
に
、
現
金
通
貨
が
幾
分
に
で
も
滞
っ
て
来
れ
ば
、
直
ち
に
そ
れ
が
、
貸
出
の

か
く
の
如
き
こ
と
は
、
現
金
通
貨
が
利
子
負

携
の
下
に
流
通
し
つ
〉
あ
る
事
責
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
れ
る
所
で
あ
一
る
。

さ
て
、
花
が
、
現
合
通
貨
は
牧
縮
性
の
通
貨
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
一
半
の
四
由
は
、
右
に
述
べ
に
る
如
〈
、

現
金
遁
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
凶
十
一
巻

~ 
r、

第

披

ムノ、



現
金
通
貨
一
ω膨
肢
と
そ
の
抑
制

第
川
十
一
巻

~ ，、

第

披

六
内

そ
れ
が
、
利
子
の
負
携
に
於
て
流
通
し
つ
h

あ
る
の
射
に
あ
る
。
然
ら
ば
、
一
見
に
、
そ
の
他
の
一
宇
の
理
由
は
、

い
づ
こ
に
あ
る
か
?

そ
れ
は
、
何
び
と
も
知
る
が
如
〈
、
銀
行
預
令
に
は
利
子
が
附
く
と
い
ふ
こ
と
に
め
る
。

す
な
は
ち
、
営
阿
ぷ
支
捕
の
必
要
の
な
い
現
金
通
貨
は
、
そ
れ
を
持
っ
て
居
つ
で
も
た
げ
九
紛
失
の
危
険
が
あ
る
だ

げ
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
を
銀
行
に
預
け
る
な
ら
ば
、
利
子
が
附
い
て
荊
え
る
と
い
ふ
事
情
に
あ
る
。
従
っ
て
、
前
述

の
利
子
品
川
棺
と
判
係
な
さ
人
々
で
も
、

ロ「↑

r-
、、

一
H

L

見

b
E
U主
戸
、

一
-
ノ
玉
、
川
刻
ィ
，
，
J

1

寸
J
d

檎
る
な
ら
ば
一
円
…
ち
に
銀
行
に
預
け
入
れ
る
。
行

銀
行
は
、
ま
た
そ
の
手
持
現
金
炉
、
支
姉
準
備
と
し
て
必
要
な
る
以
上
に
達
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
れ
を
日
本
銀
行
に

預
け
入
れ
る
、
若
し
〈
は
借
り
受
け
金
の
返
梼
に
充
て
る
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
き
所
で
あ
る
。

か
く
て
、

い
づ
れ
に
す
る
も
、
現
金
通
貨
の
流
通
量
が
、
取
引
決
捕
に
必
要
な
る
額
以
上
に
達
す
る
な
ら
ば
、

直
ち
に
収
縮
す
る
の
で
あ
る
。
こ
〉
に
於
て
、
現
金
通
貨
の
流
通
量
を
決
定
す
る
取
引
な
る
も
の
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か
ヲ
問
題
と
な
る
。

現
金
通
貨
が
支
抑
決
簡
に
用
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
、
小
額
の
取
引
に
於
て
で
あ
る
。
そ
の
中
ま
た
最
も

主
要
な
る
も
の
は
、
俸
給
勢
賃
の
支
排
ひ
で
あ
る
。
こ
の
俸
給
付
宵
貨
と
し
て
支
姉
は
れ
た
る
現
余
通
貨
は
、
ま
た

生
活
費
の
文
排
ひ
に
充
て
ら
れ
る
。
生
活
費
と
し
て
の
主
な
る
も
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
衣
食
住
の
費
用
で

め
る
。
併
し
そ

ω外
に
も
、
教
育
費
、
文
化
費
、
娘
築
費
、
通
信
授
、
交
通
安
な
ど
も
、
こ
れ
日
含
ま
れ
る
こ
と

は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
生
活
費
と
し
て
支
捕
を
受
け
る
代
表
的
な
も
の
は
、
小
買
商
業
で
あ
る
と

い
っ
て
も
よ
い
。
小
買
取
引
が
盛
と
な
り
小
頁
商
業
が
繁
昌
す
る
に
従
っ
て
、
現
金
通
貨
の
流
通
量
の
増
大
が
必



要
と
な
る
③

現
金
通
貨
に
う
い
て
は
、
流
通
量
の
外
に
勿
論
、
流
通
速
度
な
る
も
の
色
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併

し
、
金
融
界
の
現
買
に
於
て
は
、

一
部
の
皐
者
が
、
抽
象
的
に
想
像
し
だ
や
う
に
、
涜
通
速
度
と
い
ふ
も
の
は
、

大
し
て
重
要
な
る
意
義
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
何
'
と
な
れ
ば
、
流
通
速
度
が
韓
漫
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
現

金
通
貨
が
小
貰
向
の
手
詐
に
滞
溜
す
る
こ
と
含
意
味
す
る
。

hJ
戸
、
〉
る
滞
溜
の
現
金
通
貨
は
、
や
が
て
銀
行
に
預
け

入
れ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
流
通
量
の
減
少
!
と
な
る
。
小
頁
耐
の
取
引
闘
係
に
於
て
、
疏
迅
速
度
が
加
は
る
と
い
ふ

こ
と
は
、
体
給
勢
貨
の
支
抑
制
が
増
加
し
↑
い
こ
と
を
立
味
す
る
。
俸
給
労
賃
の
文
抑
制
が
増
加
せ
や
し
て
、
生
活

費
の
膨
阪
は
あ
り
得
、
F
る
所
で
あ
り
、
生
活
授
の
膨
版
な
く
し
て
小
史
取
引
の
隆
峰
は
あ
J
h
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ぞ
れ
ゆ
品
川
ド

制
金
山
地
貨
必
流
川
畑
中
総
肢
の
仙
川
大
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
4
-

む
こ
と
は
、
小
貫
前
mw
金
庫
を
出
入
す
る

現
金
通
貨
量
の
増
大
そ
の
色
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

そ
の
枇
命
日
に
於
け
る
現
金
通
貨
の

流
通
量
そ
の
も
の
h

増
大
に
よ
る
の
で
あ
る
つ

要
す
る
に
現
金
通
貨
な
る
も
の
は
、
生
活
費
の
支
捕
と
闘
聯
を
も
っ
色
の
で
あ
る
。
卸
頁
取
引
や
、
生
庭
者
と

原
料
、
材
料
、
燃
料
、
動
力
な
ど
の
供
給
者
と
の
取
引
、
資
金
の
貸
借
取
引
、
投
資
、
投
機
の
取
引
、
な
ど
は
、

今
日
に
て
は
、
殆
ど
令
〈
現
金
通
貨
を
以
て
決
稗
せ
ら
れ
て
居
ら
な
い
と
見
て
も
よ
い
。
そ
れ
ら
の
取
引
に
は
、

手
形
・
小
切
手
の
類
を
以
て
、
銀
行
の
預
金
炉
、
預
金
の
ま
〉
で
支
抑
決
樺
に
充
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
調
は
ゆ

る
預
金
通
貨
に
於
て
決
済
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

か
冶
る
取
引
の
隆
替
は
、
現
金
通
貨
の
増
蹴
と
直
接
の
闘
係
会

現
金
遁
貨
の
膨
肢
と
そ
の
抑
制

第
同
十
一
巻

ム，、

第

覇軍

六
五



現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
凶
十
一
巻

一
六
回

第

猿

六
六

も
つ
も
の
で
は
な
い
r

た
三
、
か
、
〉
る
取
引
の
隆
替
が
、
就
職
率
の
増
減
若
し
く
は
俸
給
労
賃
の
引
上
げ
引
下
げ

ee惹
き
起
し
、
俸
給
労
賃
ー
と
し
て
支
掛
は
る
う
金
額
が
全
轄
に
於
て
増
減
す
る
こ
〉
と
な
れ
ば
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て

現
金
通
貨
の
流
通
ハ
引
を
増
減
す
る
こ
主
に
な
る
の
で
あ
る
。

穴
、
預
金
は
通
貨
'
と
し
て
、

yJつ
働
〈
か

A
E
F
一
一
し
-
一

1

1

3

1

、

4
4
仁
川
辺
〉
A
f
f刀
・
拠
く

-
E
P
i
p
-
:
、{
(
|
)
E
h
f
'
i
ノ
『

1

V

Z

I

-

-

j

-

e

〉
、

玖
J
d
認刷
rJ

わしイ

E
耳
目
6
m
m
ぞ
ド
卜
厩
仁
JL
拝
読
J
9
7
;
E
U
J
可

L
J
トノ

E
り
白
倒
的
仁
取

縮
す
る
佐
賀
ぞ
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
現
金
通
貨
の
自
倒
的
牧
縮
性
は
、
岐
に
辿
ぶ
る
所
に
よ
っ
て
明
か
な
る

が
如
く
、
銀
行
機
能
の
健
全
な
る
働
き
に
職
由
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
機
能
が
麻
庫
し
、
若
し
く
は
諌
結
す
れ
ば
、

事
情
は
み
且
〈
異
ら

F
る
を
得
な
い
。
私
の
己
、
〉
に
越
ぶ
る
所
は
、
銀
行
機
能
が
健
全
に
働
き
つ
〉
あ
る
金
融
事
情

の
下
に
於
け
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
、
銀
行
機
能
の
麻
躍
凍
結
は
、
物
伎
の
暴
騰
に
よ
っ
て
起
る
。
何
等
か
の

事
情
|
|
ぞ
れ
は
多
〈
経
構
外
の
事
情
で
め
る
が
ー
ー
ー
に
よ
っ
て
、
物
債
が
暴
騰
す
れ
ば
、
貨
幣
償
値
の
暴
落
を

来
す
こ
と
〉
な
り
、
銀
行
の
預
金
は
存
在
の
基
礎
を
失
ふ
と
共
に
、
そ
の
貸
出
も
無
意
味
と
な
る
。
然
る
と
き
は

金
融
機
構
は
全
面
的
に
捷
飢
せ
ら
れ
て
、
窃
金
通
貨
は
す
べ
て
牧
縮
性
を
失
っ
て
、
不
換
紙
幣
と
化
す
る
こ
と
〉

な
る
の
外
は
な
い
。
そ
れ
は
、
現
金
通
貨
と
い
っ
て
も
委
く
意
味
の
異
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
悪
性
イ
ン
フ

v
l
ジ
ョ
ン
な
る
も
の
は
、
現
金
通
貨
が
そ
の
牧
縮
性
営
失
ひ
不
換
紙
幣
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
る
の
で
あ
る
。

現
人
情
通
貨
の
枇
縮
性
は
、
会
〈
、
ぞ
mw
負
捨
す
る
所
の
利
子
が
重
荷
で
あ
与
に
よ
る
。

い
ま
、
物
債
の
恭
院
が



利
子
の
負
携
を
重
荷
だ
ら
し
め
ざ
る
に
至
る
と
き
は
、
現
金
通
貨
は
牧
縮
性
を
失
ふ
。
例
へ
ば
、
査
寓
回
の
資
金

を
借
り
て
五
百
聞
の
利
子
を
負
携
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
去
市
内
問
J

伊
」
以
て
買
入
れ
る
商
品
が
歪
寓
査
千
聞
で
貰
り

得
る
こ
と
が
確
貫
な
る
情
勢
の
下
に
於
て
は
、
利
子
は
何
等
の
負
携
で
は
な
く
な
り
、
現
金
通
貨
も
借
り
て
置
く

方
が
得
で
あ
ち
、
返
捕
の
必
要
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
物
慣
が
暴
騰
の
傾
向
を
一
不
す
こ
と
な
く
、
貨
幣
債
値
が
大
醍
に
於
て
念
激
な
る
下
辞
を
見
は
す

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
銀
行
機
能
は
健
全
に
働
き
符
る
，
も
の
で
あ
り
、
然
る
限
、
り
、
現
金
通
貨
は
牝
縮
性
を
保
持
す

る
色
の
で
あ
る
o

こ
の
現
金
通
貨
が
牧
縮
す
る
と
き
は
、
そ
の
牧
縮
部
分
は
す
な
は
ち
、
預
金
'
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
兎
い
れ
事
業
の
新
設
横
振
な
ど
の
た
め
に
、
銀
行
J
hソ
貸
出
3
れ
に
る
資
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
は
、
多
〈

は
小
切
手
を
川
似
て
支
排
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
そ
の
ま
う
預
け
入
れ
ら
れ
て
預
金
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
預
金
は
、
い
づ
れ
も
、
大
口
の
支
排
に
謝
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
振
常
て
に
、
手
形
・
小
切

手
を
以
て
文
排
は
れ
、
そ
の
手
形
・
小
切
手
は
ま
た
そ
の
ま
〉
預
金
と
せ
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
、
健
全
な
る
銀
行

機
能
の
下
に
於
て
は
、
謂
は
ゆ
る
預
金
遜
貨
の
活
動
が
、
大
口
取
引
の
隆
盛
と
共
に
盆
ミ
盛
と
な
る
の
で
あ
る
。

我
が
固
に
於
て
は
.
嘗
て
述
べ
た
る
が
如
〈
、
銀
行
の
出
納
仁
現
は
る
通
貨
を
一

(
U
O
O
と
す
れ
ば
、
大
盟
、

い
ま
、
こ
の
預
金
通

貨
の
活
動
を
一
見
に
詳
し
く
す
る
に
、
ぞ
れ
の
更
に
凡
そ
一
二

O
μ
は
、
自
行
の
預
金
の
振
替
へ
を
以
て
支
抑
決
樺
が

現
金
遁
貨
は
、

一
五

O
で
あ
っ
て
、
預
金
通
貨
は
八
五

O
の
割
合
に
於
て
活
動
し
て
居
る
。

行
は
る
〉
も
の
で
あ
り
、
七
O
M
m
が
交
換
所
を
経
由
す
る
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
前
の
純
量
一

0
0
0
に

現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

ヱ
ハ
五

第

披

大
七



現
金
通
貨
の
膨
肢
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
品
種

一
六
六

第

獄

六
八

針
し
て
、
五
九
五
が
交
換
所
に
提
出
せ
ら
る
子
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
交
挽
一
向
に
針
す
る
交
換
尻
の
割
介
は
、

大
凡
平
均
し
て
、
二

Oμ
で
あ
る
か
ら
、
貸
方
に
立
つ
七
銀
行
は
、
何
等
の
抑
出
を
な
す
こ
と
な
〈
、
か
し
ろ
、

一
九
の
受
ス
れ
が
あ

b
、
借
方
に
立
っ
た
銀
行
は
五
九
五
の
う
も
、

一
九
の
交
換
尻
を
抽
出
し
て
、
四
七
六

は
相
殺
に
よ
っ
て
決
掛
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
銀
行
は
、

一
0
0
0
の
支
叫
に
卦
し
て
、
現
金
通
貨
の

文
帥
一
五

O
ぞ
除
け
ば
h

残
絡
は
す
べ
て
相
殺
に
て
決
済
佐
な
し
て
、
尚
一
は
平
均
一

金
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交

書リ

一
九
の
受
け
入
れ
が
あ
る
か
、

ま
十
い
は
牛
ル
四
七
六
を
相
殺
し
て

一
九
の
交
検
尻
支
排
を

160 

な
す
か
の
い
づ
れ
か
で
あ
っ
て
、

一
0
0
0
の
支
排
に
鈎
し

て
現
買
に
抑
出
を
な
す
平
均
的
割
人
H

は
現
金
通
貨
の
一
五

O

を
加
へ
て
二
六
九
で
あ
る
。
以
て
、
預
金
通
貨
な
る
も
の
が
、

234 

如
何
に
今
日
の
支
排
に
於
て
重
要
な
る
働
き
を
な
し
つ
う
め

る
か
を
知
h
d
得
る
で
あ
ら
う
。

右
に
辿
ぺ
た
る
数
字
の
割
合
は
、
主
と
し
て
六
大
都
市
手

形
交
換
所
の
全
半
均
で
あ
る
。
今
、
京
京
及
び
大
阪
の
手
形

交
換
所
に
於
け
る
昭
和
六
年
六
月
二
十
九
円
(
土
開
日
)
の
羽

貫
の
獄
態
ぞ
一
不
せ
ば
上
の
如
〈
で
あ
る
。
こ
の
計
算
面
に
於

て
、
同
日
の
牧
納
他
行
宛
手
形
小
切
手
と
交
挽
高
と
が
一
致



し
な
い
の
は
、
常
日
牧
納
の
或
部
分
は
翌
日
の
交
換
に
廻
る
か
ら
で
あ
る
c

前
に
遮
べ
た
る
所
の
六
大
都
市
の
銀
行
総
平
均
現
貰
文
抑
率
は
一
。
。
。
に
針
し
て
、

5
口、
J

、
民
坦
で
あ
る
が
、
'
一
れ
の

六
月
廿
九
日
の
東
京
の
そ
れ
は
、
大
韓

u
u
t〔
U
U
十

(
2
u
x
z
u
x
ω
ピ
)
〕
寸
な
は
も
、

u
u
t凶
ω
。
で
あ
り
、
大

阪
の
そ
れ
は
、

Z
H
t
Q
出
+
(
∞
さ
xhω
∞
x
E
O
)
〕
す
な
は
ち
、
一
巳

t
凶
。
。
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

セ
、
銀
行
預
金
は
利
子
守
儲
け
な
が
ら
通
貨
と
し
て
働
〈

か
く
の
如
〈
、
今
日
に
於
て
、
支
捕
の
決
神
は
現
金
通
貨
に
よ
る
も
の
は
比
較
的
少
〈
、
そ
の
大
部
分
は
、
銀

行
預
金
が
預
金
の
ま
〉
で
所
有
者
セ
特
へ
る
こ
と
に
よ
っ

c
行
は
れ
J

し
居
る
。
而
名
、
そ
の
支
抑
の
決
持
に
働
く

預
金
は
、
ま
た
そ
の
大
部
分
は
、
同
一
銀
行
の
外
に
出
づ
る
こ
と
な
き
も
の
で
あ
る
c

こ
れ
を
銀
行
の
側
よ
り
見

れ
ば
、
預
金
は
、
盆
ミ
盛
に
通
貨
と
し
て
世
間
の
取
引
の
決
漕
に
官
り
な
が
ら
三
而
も
そ
の
最
大
部
分
は
、
同
時

に
、
何
等
か
の
投
資
に
嘗
て
ら
れ
た
る
ま
〉
に
夜
〈
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
る
o

現
金
通
貨
の
大
半
が
利
子
を
負
携
し
つ
う
流
通
す
る
も
の
な
る
に
、
預
金
通
貨
な
る
も
の
は
、
銀
行
よ
り
見
る

も
預
金
者
よ
り
見
る
も
、
利
子
を
儲
け
な
が
ら
流
通
し
つ
〉
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
格
段
の
差
異
が
あ
る
。

そ
し
て
、
預
金
通
貨
炉
、
利
子
ぞ
儲
げ
な
が
ら
通
貨
と
し
て
働
〈
こ
と
は
、
必
然
に
、
世
間
の
通
貨
を
な
る
べ
〈

預
金
通
貨
と
し
て
働
か
し
か
る
こ
と
に
傾
〈
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
こ
の
通
貨
の
膨
版
性
が
存
在
す
る
誇
で
あ

る。

現
金
通
貨
の
膨
肢
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

一
六
七

第

獄

九



現
金
通
貨
の
膨
肢
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

ニ
ハ
八

第

務

七
O 

預
金
通
貨
と
し
て
働
く
た
め
に
は
、
銀
行
預
金
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
銀
行
預
金
は
、
皐
に
預
金
と
し
て

存
在
す
る
と
き
は
、
通
貨
と
し
て
の
現
貨
の
働
き
よ
り
潜
伏
し
て
居
る
肢
態
に
め
る
。
ぞ
れ
が
通
貨
と
し
て
働
〈

允
め
に
は
、
現
金
通
貨

2
な
る
か
、
若
し
く
は
、
手
形
・
小
切
手
の
形
に
於
て
預
金
通
貨
と
な
る
か
、
ど
ち
ら
か
で

な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
は
も
、
現
宜
に
通
貨
と
し
て
の
働
き
を
な
す
は
現
金
通
貨
か
預
金
通
貨
か
で
あ
h
、
然

ら
r
d

る
問
の
預
金
は
、
ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
潜
夜
通
貨
と
い
は
れ
る
。

ゴ
一
回
刻
、
ノ
μ
に
H
附
一
、

t
‘
白
川
』
克
己
目
U
1
4
J

河
川
一
j
v
~
J
L
'
〉

O

Y

』
め
w
p
r
U
J
L中
'
F
k
i
弔

11A古
川
淀
イ

E
ふ

μEJ-

い
ま
、
小
傾
の
支
柿
に
は
現
金
通
貨
が
用
ゐ
ら
れ
、

現
金
通
貨
に
川
仏
、
前
挫
の
利
子
山
台
(
掛
院
が
め
ち
、

ご
恥
を

ill.i 

預
金
と
す
れ
ば
反
劃
に
利
子
を
儲
け
得
る
こ
と
〉
な
る
c

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
現
金
通
貨
は
牧
縮
世
帯
ど
も
ち
、
預
金
す

な
は
ち
潜
在
通
貨
は
膨
脹
性
伝
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

八
、
通
貨
の
膨
脹
は
潜
在
的
に
進
行
し
つ
ご
の
る

我
が
聞
は
、
最
近
、
年
'
卒
、
七
・
八
億
固
の
公
債
が
主
と
し
て
日
本
銀
行
引
受
け
に
て
議
行
せ
ら
れ
、
そ
れ
が

政
府
預
金
正
な
っ
て
、
政
府
の
支
排
に
充
て
ら
れ
て
居
る
。
ぞ
れ
，
か
た
め
政
府
関
係
事
業
は
隆
盛
佐
官
ホ
し
、
か
、
〉

る
事
業
に
於
て
、
俸
給
勢
貨
と
し
て
文
排
は
る
冶
金
額
も
増
加
し
た
け
れ
ど
も
、
ぞ
れ
が
略
ぽ
一
定
の
程
度
に
保

た
れ
、
遮
増
的
割
合
を
以
て
累
増
し
て
居
な
い
。
ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
政
府
の
資
金
は
、
早
暁
、
結
局
に
於
て
、
悉
く
、

俸
給
持
賃
に
分
解
す
る
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
現
金
通
貨
は
、
ぞ
の
牧
縮
蛙
に
よ
っ
て
膨
脹
す

る
こ
と
は
な
〈
、
政
府
の
支
排
は
、
専
ら
潜
在
通
貨
と
な
っ
て
膨
脹
し
つ
〉
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
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(箪位千回)赤字公使級行額

換 算 現費量Hl'ill 日銀引受

773，516 71-5.000 715，000 
1，011 ，810 860，000 760，uOO 
977，000 821，33i" 769，:J(，7 
7，10，3-57 200，000 ~OO ， OOO 

(10年度は6月 20 日 ~':ff分のみ)

年度

8 

9 

10 

い
士
、
従
来
の
経
過
を
瞥
見
す
る
に
、
昭
和

七
年
度
以
来
、
昭
和
十
年
六
月
ま
で
に
、
謂
は

ゆ
る
赤
字
公
債
の
殺
行
せ
ら
れ
た
額
は
、
二
十

四
億
闘
に
垂
ん
と
し
て
居
る
Q

(
十
年
七
月

十
日
酷
慣
行
の
二
億
闘
を
加
ふ
れ
ば
、

二
十
六
億

固
に
逗
ぜ
ん
と
す
る
)
。

そ
の
中
、
預
金
部
の

引
受
一
億
五
千
二
百
高
闘
を
除
け
ば
、
他
は
綿

f
m
4
1
レ
ト
日
比
一
丁
り
川

J
J
T
じ
ら

3
コ

ザ

r
I
t
y
b虫

4
f
〆し
-
r
↑
・
日

;
u
J
f
〆L
f

乱閉

じり

如
〈
で
あ
る
。

最
近
の
我
が
金
融
界
の
服
態
は
、

こ
の
赤
字

公
債
に
よ
っ
て
調
達
し
た
る
政
府
資
金
の
支
掛

に
よ
り
て
、
甚
だ
し
く
影
響
を
受
け
つ
〉
あ
る

も
の
で
あ
る
o
昭
和
七
年
十
一
月
末
日
、
赤
字
公

債
が
初
め
て
後
行
せ
ら
れ
る
少
し
前
の
股
態
と

最
近
の
技
態
と
を
比
較
す
る
た
め
、
主
芯
る
金

融
上
の
項
目
を
翠

σれ
ば
下
の
通
り
で
あ
一
る
。

現
金
遁
貨
の
膨
肢
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻 比殴増(+)減(ー〉

(+) 2，550百諸国
(+) 2，396 

(+) 221 

(+) 1，658 
(ー 268

(+) 1，104 

( .;-) 300 

(ー 87

( ... ) 348 

(+) 417 

(+) 158 

(+) :173 

IJß;~日十年六月

7，700百高岡

:?，3D6 
[，2日6

D，545 
6，885 
2，222 
1，969 

日17

1，034 
1，643 
26a 

3)067 

昭和七半十-]]

.5，150百諸国

1，077 
7，887 
6，153 
1，118 

1，669 
404 

686 

1.226 

105 

2，694 

内同債現在高

赤字公債費行高

免換券平均賛行高

金凶普遁銀行預金

同貸出

同 所有国f黄

金幽貯蓄銀行預金

同貸出

同 所有園債

会副信託舎祉金銭信託

同 所有岡債

郵便貯金現在高

九

第

:5a 

七



現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制

第
四
十
一
巻

ーじ

O 

第

披

七

こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
現
金
通
貨
は
何
等
著
し
き
増
加
を
示
し
て
居
ら
な
い
。
而
も
、
預
金
は
、
普
通
銀
行

に
於
て
も
貯
蓄
銀
行
に
於
て
も
著
し
く
増
加
し
、
貸
出
は
ま
た
よ
の
双
方
に
於
て
著
減
し
て
居
与
、
そ
の
他
、
金

銭
伝
託
、
郵
便
貯
金
い
づ
れ
も
大
な
る
増
加
ぞ
示
し
て
居
る
c

こ
れ
ら
は
、
銀
行
機
能
が
、
尚
ほ
健
全
に
働
き
つ

¥
A
J

め
る
こ
と
や
}
表
は
す
も
の
で
、
り
ぐ
れ
が
、
と
h
も
一
院
さ
や
、
現
金
通
貨
の
膨
肢
を
抑
制
し
つ
冶
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
と
の
銀
行
概
能
の
健
奈
な
る
こ
と
が
、
政
府
の
支
出
す
る
資
金
の
け
M
L入
部
分
ぞ
銀
行
預
金

t
し
て
‘

tJ
工
式
ら
体
計
五
五
一
守
、
:
ノ

:
2
.
K
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全
国
政
臼
…
辿

銀
行
の
み
に
つ
い
て
見
る
も
、
前
掲
表
の
示
す
如
く
、
昭
和
七
年
十
一
月
末
日
に
於
で
は
、
そ
の
預
金
棺
額
は
七

十
八
億
八
千
七
百
寓
闘
で
あ
り
、
貸
出
総
額
は
、
六
十
一
一
億
五
千
三
百
寓
闘
で
あ
っ
た
。
そ
れ
'
が
昭
和
十
年
六
月

末
日
に
於
て
は
、
前
者
は
十
六
億
五
千
八
百
高
岡
を
増
加
し
て
九
十
五
億
四
千
五
百
寓
闘
と
な
ち
、
後
者
は
二
位

六
千
八
百
高
闘
を
減
じ
て
、
五
十
八
億
八
千
五
百
高
固
と
な
っ
た
c

こ
の
百
億
四
に
在
き
預
念
は
、
す
ぺ
て
、
預

金
者
に
し
て
、
も
し
、
要
求
す
れ
ば
、
悉
く
、
現
金
と
し
て
引
出
さ
れ
狩
る
も
の
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
高

一
、
そ
れ
が
引
出
さ
れ
る
こ
と
う
も
な
れ
ば
、
今
日
の
先
換
券
費
行
高
の
十
倍
と
な
る
c

そ
れ
が
、
引
出
3
れ
や
に
潜
在
通
貨
の
耽
態
に
於
て
存
在
し
、
政
府
の
支
抑
と
品
川
(
に
銀
行
預
金
の
増
加
と
な
っ

て
表
は
れ
つ
〉
め
る
の
は
、

一
に
、
銀
行
機
能
の
健
全
な
る
働
き
に
依
存
す
る
所
で
あ
る
。
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